
















歴 である。そこに記されている将棋には 平安将棋 （写真 当時の呼称は将棋）
と 平安大将棋 （写真 当時の呼称は大将棋）の 種類があった。 年に奈良市
最古期の日本の将棋 平安将棋 から

















































































で日本に野生では生息していない。しかし文献では 日本書紀 や 万葉集 にも登場
するくらい古くから知られていた。 年に膳臣巴提便（かしわでのおみはてび）が百



























































に奈良市旧興福寺境内から発掘された 酔象 駒は 年頃のものと推測されているが
最古期の日本の将棋 平安将棋 から 平安大将棋 、 大将棋 への進化に関する考察
写真 大将棋（盤 マス、駒 枚）
























平安大将棋の猛虎の頭文字を音の同じ 猛 から 盲 に置き換え動きも変化させた
駒。直前以外の マスに移動で、目が不自由なために左右ナナメ前に動きながら前進す
る様を駒の名前に反映させたと思われる。
最古期の日本の将棋 平安将棋 から 平安大将棋 、 大将棋 への進化に関する考察
（図 獅子の動き）
の場所に駒を飛び越えて移動可能。玉の動きを 回（ に移動した場所からもう 回）す
ることが可能。よって の場所に移動し元の場所に戻ってくることも可能。 の場所の相手駒
は動かずに取ることができ（居食い）、 の場所と の場所 カ所の駒を同時に取ることが可
能。
角行（かくこう）



























































駒に昇格。 淮南子 は奈良時代に編纂された 日本書紀 にも影響を与えているとさ
れ、日本の知識階級にとっては親しみ深いものであったはずで、そこから麒麟、鳳凰の































だけで強さとしては小駒と同格。頭に付けられた 嗔 の文字は 怒った を意味し、
猪の動物としての攻撃性を表したのだろう。嗔恚（瞋恚とも書く）いわゆる 三毒
十悪 といわれる仏教関連の言葉に影響を受けた可能性もある。







象にもなっていた。頭につけられた 悪 の文字は 悪い を意味するものではなく、












































最古期の日本の将棋 平安将棋 から 平安大将棋 、 大将棋 への進化に関する考察
〔注〕
） 世紀から 世紀にかけ活躍した歌人。三十六歌仙の一人で 歌聖 とも呼ばれた。
）興福寺旧境内から発掘された酔象駒は 年頃のものと推定されている。
）象棋ではナナメ前後 マスには移動できず、進みたい方向の マス目に駒があると マス目に進め
ない。
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